
【お問い合わせ】　

公益財団法人　古川知足会　古川美術館 ・ 分館　爲三郎記念館

電話　052-763-1991　　ＦＡＸ　052-763-1994( 学芸課）

〒464-0066　名古屋市千種区池下町 2 丁目 50 番地

担当学芸員　山内 綾子 （a_yamauchi@furukawa-museum.or.jp ）　

平素は格別のご厚情を賜りありがとうございます。

この度、 名古屋市千種区の古川美術館の分館　爲三郎記念館において、 「生誕１1０年加藤舜陶展」 

を開催致します。 「陶芸灰釉系技法」 で愛知県指定無形文化財保持者であった加藤舜陶作品が当

館へ寄贈されたのを機に、 加藤舜陶を改めて振り返る展覧会を開催します。

つきましては是非とも貴媒体にてご紹介いただきたく、 お願い申し上げます。

取材のお願い

分館　爲三郎記念館　特別企画

生誕１1０年 加藤舜陶展

愛知県教育委員会、名古屋
市教育委員会、中日新聞社、
CBCテレビ、スターキャッ
ト株式会社　

後援

2025年8月23日 （土） ～9月21日 （日）

会場　 爲三郎記念館 （古川美術館分館）
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加藤舜陶

分館爲三郎記念館では生誕110年を記念して “加藤舜陶展” を開催します。陶芸家・加藤舜陶は「陶芸　灰釉系技法」
の愛知県指定無形文化財保持者です。舜陶は愛知県瀬戸市で最も古い窯業地のひとつとして知られる赤津に、製陶業を
営む家に生まれます。「灰釉の舜陶」として主に日展で活躍し、酸化コバルトを下地に灰釉を掛けた碧彩をつくり出し、
灰釉技法の幅を広げます。その後、透明感ある釉調が特徴となる瀬戸伝統の御深井釉の研究のほか、次々に新しい技法
を取り込んで灰釉の表現の幅を広げました。82年に愛知県芸術文化功労賞、87年には勲四等瑞宝章を受章。1991(平成
3)年、第23回日展において灰釉花器「悠映」で内閣総理大臣賞を受賞します。94年には「陶芸  灰釉系技法」で愛知
県指定無形文化財保持者に認定されました。長年にわたり日展や新聞社が主催する公募展の審査員を務め、また、地元
の瀬戸陶芸協会会長を歴任されるなど、後輩の指導・育成にも尽力しました。　
今回、加藤舜陶のご子息様より、26点の舜陶作品をご寄贈いただきました。それをご紹介するだけでなく、灰釉の舜
陶として名を馳せた “加藤舜陶” を改めて多くの方に知っていただく機会と致したく、本展を開催いたします。
あわせて、作品と同じく多数お預かした貴重な舜陶作品をグッズとして、爲三郎記念館のコーナーでも特別価格で販売
を予定しております。

昭和 25 年 第 6 回日展初入選
昭和 30 年 全国陶芸展文部大臣賞受賞
昭和 35 年 第 3 回新日展特選北斗賞受賞
昭和 41 年 日展会員
昭和 57 年 日展評議員、愛知県芸術文化功労賞受賞
昭和 62 年 勲四等瑞宝賞受賞

平成 2年 第 12 回日本新工芸展内閣総理大臣賞受賞
平成 3年 第 23 回日展内閣総理大臣賞受賞
瀬戸市指定無形文化財 ( 陶芸灰釉技法 ) 保持者認定
平成 6年 愛知県指定無形文化財 ( 陶芸灰釉技法 ) 保持者認定
平成 9年 日展参与
平成 17 年 6月 24 日逝去　享年 88 歳

①華炎花器 ②灰釉瓶「早春譜」 ③灰釉壺　「動春」

⑥灰釉呉須竹文水指④灰釉椿文花器 ⑤灰釉瓶「早春譜」
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分館　爲三郎記念館　特別企画 生誕１1０年 加藤舜陶展

① 担当学芸員によるギャラリートーク　予約不要

日　時 ： 8 月 23 日（土）　／　　9 月　5 日（金）　
会　場 ： 爲三郎記念館 　11：00 ～
参加費：無料　※ただし別途入館券必要

② 2 つのお祝い茶席　―加藤舜陶生誕 110 年＆重陽の節句　　要予約
　　　加藤舜陶氏の生誕 110 年と「重陽の節句」をお祝いする茶席です。

日　時 ： 9 月６日（土）　
　　　　①10：15 ～　②10：45 ～　③11：45 ～　④11：45 ～　⑤12：15 ～
　　　　⑥12：45 ～

参加費：2000 円（お土産付き）※ただし別途入館券必要
会　場 ： 爲三郎記念館 邸内

≪関連イベント≫

分館　
爲三郎記念館にて開催　

加藤舜陶作品　特別販売

本展開催に合わせて、一人でも多
くの方の心に残ることを目指し、
ミュージアムショップにて
お値打ち価格で販売致します。
在庫限りの特別販売です。
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